2030EMZ IR B A SR
SB—OitEERE I A —S5 A

[REHREARREZRRIC]

BRSNS



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
朝日酒造地域事業担当の平澤と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。本日は「緑豊かな自然環境を次代に」というテーマで朝日酒造が進めております自然環境保護活動についてご紹介させていただきたいと思います。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
朝日酒造の紹介になりますが、所在地は新潟県長岡市の旧越路地域にあり、1830年に創業し、清酒の製造、販売を行っております。　
右上の画像をみていただきますと、蔵の周囲には田んぼや小高い丘などに囲まれ、豊かな自然環境の中で酒造りをおこなっております。
当社の主要銘柄は久保田、朝日山、越州などであり、全国および海外36か国にも出荷をしております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
質のいい酒を作るには、良質な水と米が不可欠です。当社は創業以来、常に品質第一主義をモットーに清酒製造販売を続けてまいりました。かねてより、酒造業を継続して発展させていくためには周囲の自然環境を保全してゆくことが必須の条件であり、同時に地域社会への大きな貢献とかんがえておりました。
そこで経営方針として、地域の自然保護活動を行うことに決定し、町との協力体制の下で地域に生息していたホタルの保護活動を始めたことが当社の自然保護活動のスタートとなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは具体的な朝日酒造の活動につきましてご紹介いたします。1つ目はホタルの保護活動となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
酒造りに重要な良質な水、米には豊かな自然環境が不可欠であり、まさにホタルが棲める環境と一致しています。
当社では「ホタルが飛び交う酒蔵を作ろう」との思いから社内でチームを編成し、ホタルの飼育や生息調査の他、社内敷地内にホタル水路を作り生育条件の研究を始めました。
また地域小学校に訪問し、出張学習の場を設ける等の取り組みをおこなっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ホタルの活動は社内から町内の取り組みへと発展し、「越路町ホタルの会」、「学校ホタル部会」が発足しました。当初は朝日酒造主導での活動でしたが、活動体制の見直し等を経て各集落にホタルの会が組織されたことで、町民の自然環境に対する意識が高まり自主的な活動が広がっていきました。
また地域の2つの小学校では毎年4年生が総合学習で1年間ホタルを学びます。子供たちはホタルの生息地の見学に行き、地元ホタルの会の方々が案内し子供たちにホタルを語ります。
ホタルが地域の大人と子どもの交流を生み、大人から子どもに地域の自然を愛する心が引き継がれています。
越路ホタルの会では毎年6月から8月に週２回、ホタルの定点観測を継続し、学校ホタルの会では研究発表会を毎年開催しております。

また、新潟県内のホタルの保護をする団体の交流の場として平成元年には「新潟県ホタルの会」が発足し、朝日酒造が事務局を務めております

これらの活動を通じて、越路町が環境庁「ふるさといきものの里」に認定、新潟県ホタルの会が「新潟県環境賞」を受賞、ホタル保護地域「勝保河内」が新潟県ふるさと環境価値づくり100選に認定、越路町学校ホタルの会が新潟県環境賞を受賞するなど、数々の賞をいただいてきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にもみじの活動のご紹介となります。もみじの活動の原点は、地域内にあります「巴ヶ岡山荘」と呼ばれていた地元大地主さんの庭園にあるもみじを活用できないかと考えたことが活動の始まりとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
巴ヶ丘山荘は昭和60年に町が譲り受け、荒れ果てた庭園の整備を開始しておりました。
朝日酒造では、昭和63年に町のご協力をいただき、もみじ園で発芽したもみじの苗木を当社の造成した畑で育苗を開始しました。
さらに平成元年に、朝日酒造の70周年記念事業で、巴ヶ丘山荘の建物を修復させていただきました。
現在巴ヶ丘山荘は「もみじ園」と名を変え、紅葉のシーズンには約8万人が訪れる越路地域の観光スポットとなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成5年より越路地域の中学校新入生に、もみじの苗木をプレゼントする事業を始めました。この活動は現在も継続しており、これまでに延べ4000本以上の苗木を贈呈させていただきました。

平成9年には広く町民の参加をめざし「越路もみじの会」が発足し、もみじ苗木の育苗やもみじ園のボランティアガイド等の活動を継続しておこなっております。
このボランティアガイドには地元中学校も参画しており、越路もみじの会の全面協力の下で、同校3年生がガイドとしてもみじ園内の案内をおこなっています。

こうした取り組みの中で、平成10年に「もみじ」が越路町の木として認定され、もみじはホタルとともに町内の宝として認知されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、朝日酒造が設立いたしました、公益財団法人こしじ水と緑の会のご紹介となります
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地元でのホタル、もみじの活動を進めながら、朝日酒造では酒の原料米を県内から購入していることから、より広く新潟県内の自然保護にも目を向ける必要があると考えました。
そこで、自然環境保護を目的とした財団の設立を決定し、2001年6月5日（世界環境デー）に「財団法人こしじ水と緑の会」を設立いたしました。その後2010年1月には公益財団法人への移行認定を受けました。
現在こしじ水と緑の会は、朝日酒造の全面的な支援の下、多くの会員の皆様からの会費、寄付で運営しております。
公益事業として、こちらにお示ししております6つの事業を行っています。
本日はこのうち、自然保護助成活動、自然学校の2つをご紹介いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当財団の基幹事業であります「朝日酒造・こしじ水と緑の会 自然保護助成基金」についてお話申し上げます
本事業は新潟県内において、団体及び個人が行う自然環境活動及び、調査研究等に対して資金助成を行う事業です。

里山や水辺に代表される身近な自然環境を守り、現在と未来の世代に快適な自然環境を提供することを目的としており、新潟県内でおこなわれる民間団体と個人がおこなう自然環境の保全活動と調査研究活動が対象となります。

2002年の第1回助成基金交付から2021年までの間、延べ285の団体、個人に約1億2千万円の助成を実施いたしました。
本事業を通じて新たな団体が誕生した例もあり、新潟県内の自然保護に関わる方々をつなぐ架け橋になることもできました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、環境教育に関する事業として、子どもから大人までを対象に年数回の自然学校を開催しております。
この活動は里山や水辺で、動植物を観察し、実際に手で触れてみるなど、様々な自然体験プログラムの提供を通して、
自然に親しみ、自然に学び、自然を守る活動につなげることを伝える目的として開催しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当財団のその他の取り組みや詳細につきましては、大変恐れ入りますが、是非こしじ水と緑の会のＨＰもご覧いただけますとさいわいでございます。
以上で、朝日酒造からの発表を終わりといたします。ご清聴いただきありがとうございました。
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